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1 ．は じめ に

　本研究グル ープ は，坪 田他 （2000） の 気象情報 シ

ス テ ム を発 展 させ て
， メ ソ ス ケ

ー
ル 気象 モ デ ル （WRF）

を利用 し た桜美林大学局地 気象 予測 シ ス テ ム を構築

し，大気環境 ス テ ーシ ョ ン と共 に 運 用 し て い る，本

稿で は局地 気象予 測 シ ス テ ム の 概要 と 予報結果 に つ

い て 報 告す る．

2 ．シ ス テ 厶 の 概要

　本シ ス テ ム で は メ ソ ス ケ
ール 数値 予報モ デ ル と し

て，米国 の 各機 関 （NCAR，　 NCEP，　 FSL，　 etc ）が共 同

で 開発 して い る URF −ARW 　Ver2 ．2 を採 用 して い る．計

算領域 は関東地方 を中心 と した 700km 四 方 （水平格

子 間隔 15km ）の Domainl と 350km 四 方 （水平格子 間

隔 5km）の Domain2 で あ り，両者 は 2way で ネ ス テ ィ

ン グ され て い る （図 1）．初期条件 ・境界条件 に は気

象庁 GSM の 予報値 を用 い て い る，モ デル は ，
　 Dua ユコ

ア の CPU （Xeon 　X5365 ，3．00GHz ）を 2 個 （計 4 コ ア）

を用い て 並列 計算 して い る．WRF の 主 な設 定 を表 1
に 示 し た．運用は気象庁の GSM の 予報 に合せ て ，84

時聞 予報を 1 日 4 回，192 時間予 報を 1 日 1 回行 っ

てお り，計算 ス ケ ジ ュ
ー

ル を表 2 に示 し た ．

3 ．運用の 現状

　本 シ ス テ ム は，平成 19 年 12 月上旬 よ り運 用を開

始 し ， 予報結果 を学内 LAN の web ベ ージ を通 じて公

開 し
， 関係 学 生 お よび教 職員 に利用 され て い る．平

成 20年 3 月 に ま で の 降水 と気 温 の 予報結 果 を踏ま え

て ，雲物 理過 程 と地 表面 過程 を表 1 の 設 定 に変 更 し

た ．本シ ス テ ム の 予 報結果は ，本学町 田 キ ャ ン パ ス

に設 置 され た大気環境 ス テ
ー

シ ョ ン を用 い て ，そ の

精度が 検証 され て い る．

4 ．予 報結果

　本 研 究で は 192 時間 予報 の 精度検証 を行 っ た ．192

時間予 報は ， 21 ；00JST を初期時刻 と して 計算 し ， 翌

目の 10：00 前後に計算が終了す る．初期時刻か ら 3

時間後の 0 ：00 か ら，27 時間後 の 23：59 ま で を当 日，

後 24 時間ご とに翌 日，翌 々 日，3 日後，4 日後，5

日後 ，
6 日後 ，

7 日後 の 予報 と定義 し た ，評 価項 目と

して は ， 最高 気 温 と最 低気 温 ， 降水 量 ， 風 速 ， 日射

量 と し た ．風 速 と 目射量 を取 り上 げた の は ，本学で

運 用 し て い る風 力発電 と太陽 光発電 の 発電量予測 に

利用 す る こ と を考慮 し た た め で ある ．

　最高気温 の 決定係数 （R2 乗値）は，平均で 当 日 予

報 の 0，72 か ら 4 日予報 の 0，37 に，予報時 間と共 に

悪 化す る．一
方 ，最低気 温 の 決 定係数 は，平均 で 当

日予報の 0．58 か ら 4 日予報の 0．42 の 範 囲に あ り，

最 高気温 と比 較 し て ，精度が低い こ とが確認で きた．

また，冬季 の 最低気温 予報は ， 常に 高めで あ っ た．

　当 日 予報か ら 7 日予 報 まで の 降水 i’報 の 月 平均 空

振 り率は ，0．39 か ら 0．54 の 範 囲にあ り ， あま り よ

くな い ．ま た，冬季の 雪 と雨の判別 も良くなか っ た．

　 日射 量 の 決 定係 数 は当 日予報 の 0．63か ら4 日予報

の 0．18 と予 報 時間 の 長 さと共に急激 に悪化す るが，

当 口の 発電 量 予 測 へ 利用 は 可能 と思わ れ た．

　風速の 予 報は ，実況値 と比較 して ，常 に大 きか っ

た ．風 速予測を風 力発 電量の 予測に 利用す るた め に

は ，統 計 モ デル を搆 築 して，風 の 予報精度を向上す

る必 要 が あ る こ とが判明 した ．

図 1．WRF計算領域

表 1．WRF設 定概 要

項 目
’Do 恥 a 滋 L （Doma 単 2）

格子 数 46× 46 × 28 （70 × 70 × 28）

格子間隔 15k皿 （5km ）

タイ ム ス テ ッ プ 90 秒 （30 秒 ）

積雲対流 Kaln・F 〕
・itseh　seheme （な し）

雲物 理 WSM 　6・olass 　scheme

境界層 MelloF丶hmada ・Ja周 ic　TKE 　seheme

地表面 過程 5 昌layer　thermal 　dif氤 sion

長 波 放射 RRTM 　scheme

短波放射 Dudhia 　scheme

表 2，WRF計算ス ケ ジュ
ール

1 刻 （　　時

0　 12 　 34 　 55 　 7 δ　 91011121 呂 14151617 旧 ↑， 宝0212223

1時初 明時亥嘩〔日4■嗣闇予  o ☆

1時籾期時蓼即 92時聞予慂） ● ☆

3時籾 朋時刻〔34 時聞 予働 ☆ o

9峅胡 明時刻（84 時間 予働 脅 o

5時 予褂明眄亥II  4眄間予想 〉 ☆ o

☆ ： 初期 時刻 ，O と● ： GSM入電， →
・
計算時間
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